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はじめに
一
　
都市書記局の創設
十三世紀後半から十四世紀最初の四半期にかけてホラン
ト伯領の社会は劇的変化を経験する。人口が急増し、経済と商業の規模が拡大して、多数の新しい都市的集落が出現した。それとともに以前には主に教会・修道院の世界に限られていた筆記・文書の利用がこの時期に俗界へも拡がる。十三世紀末には、都市書記 出現し、主要ホラント諸都市が書記局を創設する。Ｅ・デイクホフ
（（
（
によると、ホラ
ント諸都市における文書利用増大 プロセスは以下 四段階をたど ⑴都市民が都市条例・文 の作成に関与
し始める（リテラシー（時代・地域状況下での読み書き能力（
の始まり（
。だが、そうした文書の作成はまだ、既
存の外部・修道院の書記に託されている。⑵都市民は地元都市 書き手を利用して自分たちの文書を作成するようになる。⑶一二七○年代前後から都市書記局が出現る。諸都市における書記局創設への大きな刺激となったのは、とりわけ非訟事項裁決権（
vrijw
illige rechtspraak, 
voluntary jurisdiction
＝公権力などが任意で行う公証行
為（関連の証書への需要が増大したことであった。⑷都市書記局が成長し 諸都市は書記を増員し、多様な文書の作成が増加する。さらには文書生産の激増が書記 専門化と職務の能率化とを促す。そして、諸都市で証 の多くは在来のラテン語よりもむしろ地 の中世オランダ語
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 その成立と職務を中心に
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iddelnederlands （
で作成・発給されるようになる。都
市書記局の創設は、都市社会の上層から広い都市住民層へ文書需要が増加・拡大（リテラシーの変容（した時期に起きる。社会の変化は諸都市の支配を複雑にし、それゆえ文書の需要が高まる。都市書記局 創設により、読み書きが職業の一部である集団が形成され 十四世紀初めには多くの都市で数名の書記が雇用される。二
　
法律顧問職の設置
一方、その後十五世紀になるとブルゴーニュ公の統一
国家形成とともに 法律顧問職が成立する。その最も大きな背景は、都市政府が中央権力に対して自身の権利を維持するためのスタッフを必要としたことである。君侯が大学教育を受けた法曹を雇用し、学 的な法律 立法・行政・上級裁判所にいっそう影響力を及ぼすようになると、諸都市 等族と州議会は君主配下の法律家の威力に対抗して 「同等者に同等者をも て対応」 （
paria paribus 
respondere （
せざるを得なくなった。君主の中央集権化が
引き金となっ は自己の利益・自治・特権を守るため自身の常任の法律専門の助言者・擁護者を雇用する。当然こうしたスタッフは君侯宮廷の役職者に匹敵する資格と政治的能力とをそ え いなければならなかっ 。そ
最たる者が都市の法律顧問職である。同職の出現は、行政の官僚制化・テクノクラート化のプロセスと密接に結びついていた。このプロセスはまずネーデルラント南部、そしてそのあと北部で十四～十六世紀に起きる。諸都市は複雑化する社会や、中央政府の官僚制化に対処し、ブルゴーニュ公中央政府 法律専門家 専門知識・経験に対抗して、在来の自身 書記・秘書官と並んで、専門知識をもつ役職者として自市の法律顧問を持つに至る
（（
（
。
中世末期における文書とリテラシーの普及も、中央政府
と諸都市における書記局スタッフを置く必要を強めた。ブルゴーニュ・ハプスブルク朝国家へのホラント地域の統合は、支配の中央集権化 均一な法的手続きの導入を加速し、君主への納税・財政協力の負担が増大する。その結果、ホラント諸都市では、新たな国家制度と時間のかかる政治的熟議とに十分に対応するためにも、在来の書記・秘書官に加え法律顧問（専門的法律助言者（
が必要となっ
た。人口増 ・商業の発達 それに起因する移住の増大は、十三世紀後半～十四世紀初めと並んで、新たに十五・十六世紀にもホラント諸都市の社会構造 強いインパクトを及ぼし、都市事務組織のさらなる発達を促す。諸都市政府は、自分たちだけでは存分に政策を遂行できないために、次第に都市事務組織を再編し、そこ 役職者たち 個
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別の任務を委ね、ここからさらに従来の都市書記とは異なる都市法律顧問が分離し成立するのである
（（
（
。
ところで、北ネーデルラントにおける中世都市書記・法
律顧問職研究
（（
（
は、二十世紀半ばまででは、Ｒ・フラインな
どの法制史・政治史・都市史の概説に簡略な言及がある程度であり、本格的な研究はその後始まったので、まだ深い蓄積があるわけではない。専門論文は、そのほとんどを小論で参照するが、ホラント都市ではレイデンを対象 するヒューヘンホルツ 論考（一九五三年（が嚆矢といってよい。以後、ドルドレヒト ハウダ、ハールレム、ブリーレ、ロッテルダムについて成果が発表されている。ちなみに、ホラントに比べて北部他州の都市につ ては点数は少ないが、ユトレヒト、フロニンゲ
ン
（（
（
、デーフェンテル、
ズュトフェン マーストリヒト、セルトーヘ ボスにつての論考がある。したがって 北ネーデ ラントにおける当テーマの研究史は 比較的浅いながらもホラント州諸市に比重があり、そのうえ、たいて のケーススタディでは都 書記と法律顧問と 混淆的に論じられてきた。そうした研究状況に問題を投げかけ 小論では上述デイク フの指摘からも着想を得た筆者なりの視点とし 、十三世紀から十六世紀初め わたる、都市事務局発展の――研究者
たちが十分意識してこなかったように見受けられる――前述一と二の二大ステップを明確に弁別したい。そのうえで、これをふまえて、主要ホラント都市に出現する二大役職者、すなわ 、 ず都市書記＝秘書官、次いで都市法律顧問、の成立と職務を検討する。
第一章
　
 ホラント諸都市における

書記の出現と書記局の成立
都市書記・秘書官 （
city scribe, stadsklerk, scriptor, notarius 
civitatis, der stat scriver, secretaris （はさしあたり次のよ
うに定義される。都市政府によって給与・経費を支払われ、公文書（証書、公的記録、都市会計記録、書状（を作成する 専門的な筆記者である、と。ホラントでの都市書記局創設は一二七七年に一名の書記を任用した都市ドルドレヒトが先鞭をつけ、ハールレム（ の初出一二八九年（
、レイデン（一二九二年（
、デルフト（一二九九年（が
これに続いた。十四世紀初めにはホラントの有力諸都市それぞ 数名の書記が雇用され、ドルドレヒ では 一二九一年第二書記、一二九七年には第三の書 一三二五年には同時に四人の書記が言及される。デルフトでは ○七年第二書記の存在が証明される。ハールレムでも 二九
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四年二人の書記が在職した。書記局の発達につれて文書は多様化し作成数も増加する。この発展でもドルドレヒトが先頭を切る。同市や、デルフト、ハールレムでは、文書への地元言語＝中世オランダ語の使用開始期が書記局の出現期とほぼ一致する。北ネーデルラント東部 都市デーフェンテル ズュトフェンでもこうした書記が一二九○年頃出現する
（（
（
。
本来都市書記の任命権は都市にこの役職設置を承認した
都市領主＝ホラント伯がもっていた。諸都市は十四世紀末までにこの任命権を獲得もしくは賃借するが、その後ブルゴーニュ公が再三これ 取り戻 て寵臣を任命する。任命された者は自身で同職を行使するか別の者に代行させた。後者の書記の形態をヒューヘンホルツは「名誉書記」（honoraire-clerc （
と呼んでい
る
（（
（
。書記局では、書記が一
人の場合数人の副 が雇用された。別 ケースでは同等の地位にある複数 書記が異なる 務 果たした。書記の基本給は薄給でこれに加えて被服費と祝祭日にワインが支給される。出来高払いの事務作業・文書作成料を積み重ねて書記は薄給を補った
（（
（
。
ドルドレヒトでは、ヤンという名の書記が一二八四／八
五年に登場し、こ 頃早くもホラント最古の同 会計記録が作成され、その後十四世紀 再三書記が言及される。
ハールレムでは十四世紀から三、四人の都市書記が置かれた。書記が出張するときには、出張手当一五スタイフェルが支給された。都市の会計記録と文書の作成は書記専管事項であり、のちに法律顧問が出現した際にも、書記のみにこの作成が許された。一般に諸都市の書記・秘書官は、その職に就く前に、必ず服務宣誓が求められ、その都市に誠実に仕えることと、
 重要な機密事項についての守秘を誓約
した。
ハールレムにおいてはウィレム・パーゼという人物が不
名誉にも公金を横領し重罪を犯した唯一の秘書官で、一四五九年絞首刑になる。しかし、都市書記局のスタッフがこのように責務を怠ったり、権力を乱用する機会は限られていた。それは、小規模な環境の中で、彼らが都市当局の直接管理下にあったゆえにであろう
（（
（
。
レイデンではディルク・ファン・デル・ドッベという
人物が名前の知られている最初の都市書記で一三五七年に言及される。同市 特異な都市行政官・ 就任資格としては、七年以上の市民権保有者であることが求められた。これは市外からの干渉・就任を防ぐためのもの あった。ブルゴーニュ公支配期にレイデンは同職 任命権を獲得する 同市政府 書記職を、実労働する書記と名誉書記とに二分していく。レイデンの書記職は出張 おこなうこ
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とがまれであり、市内で事務仕事をおこないつづけた。一四二五年ブルゴーニュ公フィリップ（善良公（が配下の書記長で寵臣であるフィリップス・ウィットブロートをレイデン市書記に任命す 。同人はこの職を都市の同意を得てヤン・ロスに売却する。ヤンは二七年からブルゴーニュ公の秘書官をつとめホラント裁判所で働き、四七年の死までレイデンの書記職も保持した。この両 ともに名誉書記であり、事務局での実際の仕事は別の者に行わせた
（（1
（
。レイ
デンでも本来書記職の任命権をもったのは君主であり、金銭と引換えに書記職を付与するか、一定期間寵臣に与えることができたが、往々にして都 側が任命権を獲得していく。都市の審判人たちは裁判で、市 たちは行政で、都市裁判所とフルートスハップ 決議事項を記録させる めに、書記を必要としたが、当初レイデン市では書記に給与を支払わず、都市行政官 ち（十三人衆（と同様 、書記は会議に出席した際の手当、祝祭日のワイン、 被服費のみを受けた。一四四九年頃には書記は必要経費 受けるのが慣例となり、そこから筆記具 て紙 羊皮紙、印章用ロウ、冬着の費用を支弁 彼は主たる収入を都市民や都市政府のため 文書・書状作成料から得 。一四五○年頃同市の都市裁判所とフルートスハップが制定し 条例によれば、書記は以下の文書作成料を請求できた。夫婦財産
契約書、故人の家屋の動産売却証書、各一通八フロート。遺言書一通六フロート。モルゲンガーベ文書一通四フロート。財産譲渡保証書、不動産定期金証書、定期金証書、家屋・土地・相続分の財産譲渡保証書添付文 穀物債務証書、市民権喪失証書、各一通二フロート。権利委任状、関税検印押印一回、債務証 抵当証明書、相続権放棄証書、各一フロー 書記局の実質的な長は名誉書記の代行者がつとめ、自身書記として活動し、配下の他の者たちにも仕事をさせた。書記はすでに早期にレイデン市庁舎内に自室 有したらしい
（（
（
。
デルフトでは一三四二年にホラント伯ウィレム四世が都
市書記職を公認 、同職は以後同市の審判人によって任命された。当時の都市書記は審判人会室にも仕え、判決の筆録もおこなった
（（
（
。
ハウダでは、最古の書記人名として一三三四年にヤン・
ファン・ハウデが登場する。その後一四 八年にはホラント伯が配下の書記ヘインリック・ファン・ドレイエルを終身でハウダ書記に任命する。このとき実際の仕事は代行者がおこなった。一五五七年まで同市書記職任命権は伯が保持したが、同年伯としてのフェリペ二世がこの権利を同市へ売却する。都市書記は俸給とワインを支給された。書記の人数は一四八一～八九年二人であっ が、一四九○年三
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人に増え、書記どうしで出張・事務仕事などの任務を分担した
（（
（
。
アムステルダムでも、当初都市事務局における最も主要
な役職は書記・秘書官であった。同市でのその人名初出は一三九八年に登場するレイニール・シモンスゾーンである。 四五三年にはすでに複数の書記がおり、彼らは市長たちによって任命され、その際、書状作成の公正さ、忠誠、守秘その他の点について宣誓をおこな の 、
｢ 宣
誓書記
｣
とも呼ばれた。同市書記・秘書官の人数は通常
三、四人であったが、一五四四年五人に、一五五三年には六人に増やされる
（（
（
。
ちなみに、ホラント隣接領邦のユトレヒト司教領では、
主邑ユトレヒトで一三三○年に都市書記の称号
G
erardus 
scripter civitatis （都市書記ヘラルト（
が初出する。都市
書記は中世末期の同市都市法の成文化にも参与する。こうした貢献も同職が果たした役割の重要側面である。一三四一～六八年頃都市書記に在職したヤン・トルナールは同市法書『白本』 （
L
iber A
lbus （
を一部補訂する。同市では、
十四世紀後半から都市法の成文化がおこなわれ、一三八八～九○年には『白本』を改訂して『赤本』 （
R
oede boeck （
が編纂される。その後一三九二年『薔薇本』 （
D
ie R
oese （
が作成される
（（
（
。さらには一三九五年都市書記と助手の協力
で都市特権・特典の写しが集成される。このようにユトレヒト市では、都市書記が都市行政に積極的に参与し、最初の都市法書の編纂に寄与した。こうした活動もあって、中世末期北ネーデルラント諸都市の書記は都市行政・ 「官僚機構」の内部で影響力のある顕職となり、 治的な重みと社会的価値を増していった。しかしそ 一方で、一四四○年のユトレヒト市条例は、都市書記について、厳密な公文書管理を求め、都市当局の指定した地点 事務室を設置すること、書類の事務室外帯出禁止、都市と 外とでや とりされる往復信書 厳密な保管、を規定している
（（
（
。
きわめて希少な事例であるが、十五世紀初めには都市書
記に関する同時代的論文も書かれる。著者は自身都市書記として終生ブリーレにとどまったヤン・マテイセン（一四二三年頃没（であ 。当時ブリーレ市政府は、審判人、長、市参事会員たちと一名の都市 記とで構成された。在職中マテイセンは自身の法知識で自 の政治運営 補佐した。退任後晩年に元上司たちの求め 応じて、都市裁判所で決定を行う者たち 法律の実践知識を授けるた と、政治倫理の啓発のために実体験をふまえて論文を執筆し、その中で都市行政・裁判組織、様々な役職者の果たすべき職務を記し、特に第一論文の第六章ではかなり 紙数をあてて都市書 に論及してい
る
（（
（
。 「書記」
clerck
と同義語「秘
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書官」
secretarius の由来を説明し、書記たりうる者に必要
な資質、書記が職務上知り得た都市当局内部の機密事項を慎重に扱うべきことと守秘義務、書記が裁判所内では裁判官と審判人たちとの間に座を占め両者の協議を正確に筆録すべきこと、などに注意を喚起しているのである。
第二章
　
都市書記職から法律顧問職へ
一
　
法律顧問の出現
都市の最も主要な役職としてやがて法律顧問
（
pensionaris （
が登場する。Ｒ・フラインによれば、十五世紀半ばに、支払いあるいは給与を意味する
pensio から派生した呼称とし
て、都市の
raad en pensionaris あるいは簡略に
pensionaris
もしくは
advocaat という称号がフランドル州からホラント
諸都市へと到来す
（（
（
。ホラント有力都市での法律顧問の出
現はドルドレヒトが一四四四年、五四年レイデン、六七年アムステルダム、デルフトが七五 ハール ム七八年、ハウダは八一年である（末尾の付表参照（
。書記と同様に
一都市で二名以上の法律顧問を任命することもあった（例えば 五○一年以後のドルドレヒト、一五 二年以降のアムステルダム（
。
その俸給は当初は高額ではなかった。一五一六年アムス
テルダムは同市法律顧問の年俸を五○ポントと法服代一○ポントとし、また同年ドルドレヒトはラント政府から法律顧問の年俸を二五ポント以下にするよう勧告されている。栄達を目指す野心家 しばしば法律顧問職 もって政治的経歴を開始した。法律顧問の主要な活動範囲は、⑴市外上級審（ハーグのホラント裁判所、メヘレンの高等法院（での訴訟で雇用主である都市の代理役をつとめること。例えば、レイデンからはアールント・ミュラールト、アムステルダムからはヤコプ・ライス（それぞれ一四五四～七四年、六七～七三年法律顧問在職 が数回登場する
（（
（
。⑵審判
人団会議に助言者として陪席すること ⑶フルートスハップ会議・市長会議での筆録。⑷君主と 儀礼的な機会における都市のスポークスマン（それゆえ、例えばフィリップ・ド・コミーヌは法律顧問が都市民の代理として弁じたと記してい
る
（（1
（
（。⑸市外の州議会・全国議会の会議へ都市
の代表団に同行し発言すること。 ちにこれが都市法律顧問の主要任務となる。都市は経費節減のため時には法律顧問のみを派遣することもあった
（（
（
。都市行政官が毎年交代す
るのに対し、法律顧問は都市書記と同様に常任で比較的任期が長く、これに政治的技量および法律の該博な知識が伴えば大きな影響力 発揮できた。
ネーデルラント諸州で都市法律顧問が出現する時期はブ
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ルーゴーニュ公の支配期であり、最初南部で十四世紀末から十五世紀初めにかけて現れる。すなわち、クルトレ一三九二年、トゥルネ一三九三年、ブリュッセル一四二四／三四年。北部諸都市での出現は例外（デーフェンテル一三六二年（はあるが、南部より少し遅く十五世紀半ばからであり、ホラント諸都市での出現年次は前述したとお である。その他にズウォレ一四七四 、さらに、アントウ ルペン一四六八 、ルーヴァン一五○三年、マーストリヒト一五二七年の事例がある
（（
（
。
一方、呼称は、ホラント諸都市の前記
pensionaris のほ
か、北部の他の州では法律顧問と同種の役職が別の名称で指称される。すなわち フロニンゲン
syndicus （古代ギ
リシア語の
σ
ύνδικος に由来（
、ズウォレ
stadsadvocaat 、フ
リースラント・西フリースラント諸都市
secretaris 、アル
ンヘム、ネイメーヘン
raads-secretaris 。（（
（
二
　
ホラント主要都市の法律顧問職
フライン以来の通説では、ホラント諸都市の法律顧問職
は書記・秘書官職から分出して成立したとされる。異説を唱えるヒューヘンホルツはレイデンについて同職が最初から独立の役職として誕生したと主張するが、根拠を明示してはいない
（（
（
。
ドルドレヒトでは一四四六年に都市書記が二名から三名
へと増える。このうち、二年前の四四年から五八年まで書記と呼ばれたクラース・スホーンハウトが、市内での事務が専門で出張がない他の二名とは対照的に、単独か審判人に同行して、四五年から出張し始め、四六年 これが頻繁になる。その主な目的は同市が関係する市外での訴訟であった。主史料である都市会計記録が一四五○～八五年については現存せず、同市で
pensionaris という用語が見ら
れるのは、同職としてパウェルス・ファン・アメルソーイエンが言及される八五年から ある。しかし、出張 いう法律顧問の主要な職務 鑑みて、前記スホーンハウトを四六年頃から実質的に同市最初の法律顧問 見な 得よう。複数の在来書記職が専門化する いう発展経緯のもとで、同市法律顧問職が分化成立したのである。一五○一同市法律顧問はさらに二名に増員され
（（
（
。
一四七八年ハールレムはステッフェン・ピーテルスゾー
ン（司祭でありすでに臨時に都市勤務をおこ っていた（を同市最初の法律顧問に任命する。年俸八○ポント、被服費一二ポント、出張時には日当一五スタイフェルと交通費が支給された。同市法律顧問 政治協議のためハーグ ど市外へ赴く都市行政官に同行した。一五四○年頃 法律顧問の服務宣誓定式では、同市の法律顧問は市内では、日時
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を問わず、同市の市長・孤児院理事・都市裁判所が命じる会議、市庁舎での集会に陪席すること。会議室での決議についての守秘。同市 ため 自身が出張し出席する市外での会合については、全ての発議と作成文書について記録をとること、を誓った
（（
（
。
レイデンでは、書記アールント・ミュラールトの書記在
職期間（一四五四～七四年（に市政機関フルートスハップが書記職から法律顧問職の分離をおこなう。一四五四年前任書記レイニール・ファン・エーテンが退職し、都市書記職をアールントとヤン ィリップスゾーンが半分ずつ分有したことから結局法律顧問職と書記職が分離し、前者が対外的に同市を代表するようになる。一四六三年 は同市で
pensionarius の語が初出する。一四七四年同市フルー
トスハップはピーテル・デ・ミルデ（ケルン ルーヴァン両大学で学び、すでにレイ で公証人をつとめた（をミュラールトの後任の法律顧問に任命す フルートスハップは一四八一年さら 後任にヤコプ・ファ ・デル・サンデをまず試用し、八二年本採用する。八五～八七年には後任としてレイデン門閥市民出身のヤコプ・ヌウェフェーン（司祭で両法得業士（が登場する。一四九一年その後任法律顧問にケル 、オルレアン両大学で学んだヨースト・ヤンスゾーンが年俸一二○レイングルデン 任 さ
れるが、都市の財政危機ゆえに九三年解雇される。九四年ヤコプ・ウィレムスゾーンが後任者となる。この人物はハーグ出身の法曹で、レイデ の名門と婚姻し、すでにルーヴァン、オルレアン、ボローニャ、フェラーラの諸大学で学び、世俗法博士の学位を取得、七八年からホラント裁判所弁護士 八○年からハウダ市で弁護士、九○年からミッデルブ フ市法律顧問をつとめていた。一五○○年ウィレム・シモンスゾー ・ファン・オー （聖職者 両法博士、 イデン上層家門出身（が後任者となる。のちにウィレムは○八年同市市長、四十人評議会員となる レイデンでは、前記ヤコプ・ファン・デル サンデ以外 いていの法律顧問は法学位を有した
（（
（
。
デルフト市の法律顧問は、一四七五年頃から登場するク
ラース・ファ ・カストリコンが最初であるらしい。次代のヒュ へ デ・フロートは同名の法学者（グロティウス（ 祖先にあたる人物で 領邦君主への御用金などに関する渉外交渉のために、同市代表団の一員として、ヘト、ブルッヘ、アントウェルペンなどへ出張し、やがて同市の行政機関四十人団の成員となる。デルフト 律顧問はたいていの場合、退任後都市行政官職に就くか、より上級の行政・裁判職務を果たすべく同市を去った
（（
（
。後者の事
例では、アールト・ファン・デル・フース（生没年一四七
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五～一五四五（が、デルフト法律顧問のあと後述の州法律顧問となった。
ハウダでは、一四八一年ブルゴーニュのマリーが宮廷式
部官ヤン・ヘインリクスゾーンに同市書記職を授与する。この八○年代に二、三名の書記間で任務が分割され、市外への出張は主にこのヤ が担当し、他の書記は市内で事務仕事をおこなった。ヤンは約二○年間の在職中に毎年三～二一回ハーグを主な目的地 して出張した。ボス・ロプスはこれを以て事実上の同市法律顧問職の出現とみなす。ヤンの死後法律顧問職が書記職から完全に分離し、ヤコプ・マウエルスゾーンが年俸一○ポントで法律顧問に就任する。都市行政官の側にもこうした新たな役職 寄せる切実で格別の期待があったことは、同市都市法の後代の再確認規定からわかる。すなわち、 「頻繁な出張やそ 他都市の諸事項が、今のままで 十分に実行され いうえに、都市行政官を出張す よう説得もできないので フルートスハップの決定により、一名の法律顧問を任用し、学識ある優れた専門家であることを見極めた上で、都市 その他の勤務をおこなわせ 」ことになり（一五 七年再確認（
、 「都市としてなすべき事柄の多さと大きさゆえに、法
律顧問には、毎年二○○レイングルデンを支給し、都市政官たちと同様に消費税の免除特権をもって厚遇すること
が合意され」ているのである（一五二一年
（（
（
（。
最後にアムステルダムでも、服務宣誓の結果、法律顧問
は書記と同様に一切の都市事項の守秘を退任後も義務づけられた。また、同職は都市行政官の州議会会議への出張に同行し、その会合で生じた重要事一切についての記録を市長のために筆記した。法律顧問はもちろん有能な法律専門家でなければならず、市長たちにはあらゆる統治事項について、そして審判人 ちには法的諸事項について助言し知識を提供した。のちに同市執政門閥（レヘント（
のＰ・
Ｃ・ホーフトは『オランダ史』 筆時に、同職を指すpensionaris
という単語よりも、これを「給与を得る相談
役」 （
loontrekkende raadsm
an （
と言い換えた表現を用い
ている
（（1
（
。法律顧問が管轄する事項はたえず増加し、ドルド
レヒトと同様にアムステルダムでは一五四二年からつねに二名の法律顧問が置かれた。有能 人材を得るために あるいはそ 実績に報いて、十六世紀に ると同市法律顧問の年俸は何度か増額される。一五三一年法律顧問は八四グルデンの年俸と被服費一三・五グルデンを受け 五 年第一法律顧問の年俸は四五○グルデン、第二法律顧問の年俸は二五○グルデンとされ、それぞれ被服費二五グルデンを得たし、無償で住居も提供された
（（
（
。
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三
　
領邦君主と都市の仲介役としての都市法律顧問
ところで、一四六九年一月から七月にかけて、シャルル
突進公と諸都市との御用金をめぐる対立が起きる。このとき突進公は、都市使節団の多く 宮廷で長く拘束したあと解放する。その後結局諸都市は分担金支払いを八年間延期するよう請願して承諾される。この間にレイデン、デルフト、アムステルダム、ハウダの各都市法律顧問（ただしハウダの称号は書記（
は、市長たちが解放後すぐに帰郷し
たのとは対照的に、宮廷に留まってねばり強く折衝 あ
 
たった。
一四七四年突進公が都市ノイス攻撃のためにホラント諸
都市（アムステルダム、エンクハイゼン エ ム、モニケンダム（に船舶を供出させた際には、ア ステル 市法律顧問ヤコプ・ライスが仲介している。
Ｈ・フォン・ゼッゲルンによれば、 法律顧問の う
した活動には三段階あり、⑴都市がまず法律顧問を雇用してその学識・法的専門知識を利用する。⑵法律顧問が頻繁に使節をつとめて君侯の宮廷へ入り込む。⑶長い在職年数で経験を積んだ法律顧問が、 で（都市側 目標達成のために（君侯と 間で仲介者をつとめる場合 あった。同様のケースとし は、ネーデルラント南部のフランドル州のヘントとブラバント州のブリュッセルの法律顧問も君侯
に親しく伺候したといわれ、神聖ローマ帝国の領邦オーストリアやヴュルテンベルクでも傾向は似ていたらしい。他方、都市ベルンやハンザ都市ではこうした特徴が該当 なかったという。一四一八年リューベックでのハンザ会議決議では、ハンザ都市の「書記」は市参事会員が帯同したときにのみ助言を許されると定められ、代表活動が掣肘されること なった。ニュルンベルクでは大学出の法律家そのものが市政から排除された
（（
（
。
四
　
都市法律顧問の会合出張
都市法律顧問が在来の都市書記と大きく異なる点は、都
市の対外的活動を積極的 展開し ことであった。その最も活動が頻繁な分野では、十五世紀初めに顕在化するホラント州議会（
Staten （
の会議と、一四六四年からブルゴー
ニュ公がネーデルラント諸州の代表を召集 て開催し始める全国議会（
Staten-G
eneraal （
の会議へ、召集された都
市が行政官とともに法律顧問を代表として派遣する。そもそも都市事務局の活動が市外へ拡大したことは、法律顧問職の特化・成立契機で あった。 『ホラント伯領会合史料集』では、十五世紀半ばから十六世紀初めまでにこうした会議に出張した 法律顧問 四○人ほど確認でき 。詳述は他日 ゆずり、ここでは二人だけを簡単に挙げるにと
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どめる。一四八一年～一五○一年にハウダ市書記をつとめ、その在職中に都市書記職から法律顧問職が特化・分離することになった、前出ヤン・ヘインリックスゾーン（一五○一年没（
は四回の全国議会会議（一四八八～九三年、
ブリュッセル・アントウェルペン・メヘレンで開催。フランスとの和平、造幣、御用金協賛などが議題（と二九回の州議会会議（主にハーグで開催。議題は対外戦争、ラント債務の分担、会計報告聴聞、御用金協賛、ラント内紛争、関税、指定市場、堤防修復、君主への応接など（に出席した。一五○○年から一○年までレイデン市法律顧問をつとめたウィレム・シモンスゾーン・ファン・オーイは、一五○○年～○五年を中心に六回 全国議会 にブリュッセルで開催。御用金協賛などが議題 と五七回もの州議会会議（開催地は主にハーグ。議題は御用金協賛、君主への臣従、ラント防衛や派兵、ハンザ諸都市・ダンツィヒ ヘルデル公との休戦、指定市場ブルッヘ、ドルドレヒトと他都市の商業紛争、イングランドとの通商、会計報告聴聞、堤防修復、漁労権確認など（の めに出張している
（（
（
。
おわりに
同時代的文書主義ともからみつつ、二つのステップとし
て都市書記職、法律顧問職が成立発展した委細を二章にわたっ 見てきた。その際、家産制から官僚制への過渡期にもあったとされるこの時代に 領邦君主ホラント伯（ブルゴーニュ・ハプスブルク家（とホラント諸都市との相関関係も、身分制議会・州裁判所などを折衝の場として多大な刻印を残す。都市法律顧問の任務の中核は十六世紀半ば頃に新たに明白に定まる（例えばレイデン 任務訓令書（
。
すなわち、政治・法律に関する都市行政官 顧問。州議会でのスポークスマン。出張する都市外交官 市参事会・市長たち 会議、審判人団会議に陪席すること、がそれである。ただし、同職は必ずしもすべての訴訟時に都市利益擁護しなければならなかったわけではなく、ドルド ヒト、アムステルダムなどの有力都市はメヘレン、ブリュセル、ハーグなどでの都市関連訴訟には現地で業務に携わる専業的弁護士を雇用する。この状況は十七 十八世紀 も同様であった
（（
（
。
最後に、都市法律顧問職の十六世紀以降におけるようす
を瞥見しておこう。諸都市の同職就任者 学歴では、レイデン 除いて十五世紀から十六世紀半ばにかけては必ずしも大卒者は多くなかった。しかし、後代にはほぼ九割が学位保有者となる。都市法律顧問の助言はしばし 事 決着をつけたので、アルバ公統治期や「十二年間の休戦」前後
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の混乱期・激動期には、同職は対抗勢力の手で迫害・処刑されることもあった。国家政体の変容後には、都市法律顧問職はより高い政治的ポスト（連邦議会書記・州評議会員（への登竜門となり、野心家の人材を引きつけ、同職は次第に州行政と 結びつきを強める。十六世紀半ばドルドレヒトでの服務宣誓では、都市の法律顧問でありながら、州議会と州総督オランイェ公への忠誠も誓わされた。十七世紀半ばになると、法律顧問就任者は改革派信徒 ることも求められた。一五八八年レスター伯 顧問官ヘラルト・プラウニンクが、ホラント州で都市法律 の手足に成り下がった諸都市行政官を批判するが、共和国最終 の不穏な一七八〇年代にはドルドレヒト、ハールレム、アムステルダムの都市法律顧問が三頭政治をおこない、広く行政を牛耳るまでになる。他方、 「反乱」以後にはホラント州議会が意図的に都市法律顧問の地位に干渉する。すなわち、⑴反乱期には南部からの移民が北部都市の法律顧問に就任することがあり、州議会 これに反発して解雇させようとする場合があった。⑵一六二○年には、州議会が諸都市の法律顧問を一個の集団として州の統制下に置こうと試みる。⑶一六五八年の規制と取り締まりでは、法律顧問・秘書官について、ア年齢は二十五歳以上、イホラント州生まれであ こと、ウ州議会や代表派遣母体 ある都市 服
務宣誓すること、エフルートスハップの成員であるか、千カロルスグルデン以上の資産を有すること、オ雇用関係にある都市内に居住すること、が必須条件とされ これが共和国終焉まで同職就任の前提条件でありつづける。こうした経緯のもとで、法律顧問職は政治職の度合いを強めて権勢をふるい、十八世紀末になると、助言をおこなう法津顧問本来の姿は遠い過去のものと っていた
（（
（
。
ところで、一四八○年からは、ネーデルラント北部諸州
では初めて、都市法律顧問とは別 、さらに上の次元＝州について、ホラント州の法律顧問が州議会により任命される。当時最も主要なそれの任務は、領邦君主ホラ ト伯による侵害から州の権利・利益を擁護することであり、同職は州議会で法的助言をおこない、そこでの秘書官・事務官を兼務した
（（
（
。この職への就任者の前歴も注目に値する。共
和国時代の州法律顧問 周知のヨハン・ファン・オルデンバルネフェルト（一五八六～一六一八年在職、以下同様（
がロッテルダム市法律顧問経験者であるし、アドリ
アーン・パウ（一六三一～三六、五二～五三年（はアムステルダム市法律顧問、ヨハン・デ・ウィット（一六五三～七二年（はドルドレヒト市法律顧問出身であった。それ以前の君主政期にも、同州法律顧問はホラント諸都市の法律顧問・弁護士（
stadsadvocaat （
を経て就任する者が大半
史観第一七七冊
八六
を占める。その初代・第三代就任者バルタウト・ファン・アッセンデルフ（一四八○～八九、九四～九七年（は、一四六八～七七年にレイデン市弁護士をつとめた。第五代アルブレヒト・ファン・ロー（一五一 ～二四年（は元ドルドレヒト市法律顧問（？～一五○五年（であった。前にもふれた次代アールト・ファン・デル・フース（一五二五四四年（
はデルフト市法律顧問勤務（一五○八～二五年（
のあと州法律顧問に就任し、皇帝カール 世治世の貴重な同州議会議事録を編纂してもいる。ヤコプ ファ デン・エインデ（一五六○～六八年（はやはりデルフト（五四四～六○年（で、さらに次代のパウルス・バイス五七二～八六年（はレイデン（一五 一 二 （で、いずれも都市法律顧問としての経歴があった
（（
（
。
年代的にホラント州法律顧問は都市法律顧問に少し遅れ
て出現するが、両者は、 都市という異なる次元に立ちながらも、法律顧問職として 職制的類縁性を有し、後者から前者へという経歴面の深いつながりをたもちつつ、職務を展開した。名だたる人物が相次いで就任することになる州法律顧問職の成立発展史はそれ自体また興味深 大きなテーマである。立ち入った検討 他日を期し い。
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九一
付表：ホラント州主要六都市法律顧問在職者
　　　 （判明する限りで初代から（（（1年代まで。都市の順序は議会での席次順。単独掲出年次は就任年｡
ドルドレヒトは（（1（年から定員（名）
ドルドレヒト
 （（（（～（（頃 クラース･スホーンハウト
 （（（（ アドリアーン･ファン･ドレイスヘン
 （（（（  コルネリス･デ･ヨンゲ
 ？～（（1（ アルベルト･ファン･ロー
 （（（（ フロリス･オーム･ファン･ウェインハルデン
 （（（（ ヤコプ･ファンデン･エインデ
 （（（1 ヤコプ･ファン･テイリンゲン
 （（（（ ヨース･ベッツゾーン
ハールレム （（（（～（（ ステッフェン･ピーテルスゾーン
 （（（（～（（ ヤコプ･バウディンスゾーン
 （（（（～（（ トマス･ディルクスゾーン･ファン･メーデンブリク
 （（（（～（（（1 シモン･アルブレヒツゾーン･ファン･アッセンデルフ
 （（（1～（（ ヤン･ファン･デン･ブリール
 （（（（～（（ バイナールト･セイ
デルフト
 （（（（～（（/（（ クラース･ファン･カストリコン
 （（（（/（（～（（以後 ヒューヘ･デ･フロート
 （（1（～（（ アールト･ファン･デル･フース
レイデン
 （（（（～（（ アールント･ミュラールト
 （（（（～（（ ピーテル･ディー･ミルデ
 （（（（～（（ ヤコプ･ファン･デル･サンデ
 （（（（～（（ ヤコプ･ヌウェフェーン
 （（（（～（（ ヨースト･ヤンスゾーン
 （（（（～（（11 ヤコプ･ウィレムスゾーン
 （（11～1（頃 ウィレム･シモンスゾーン･ファン･オーイ
 （（（（～（（ シモン･アルブレヒツゾーン･ファン･アッセンデルフ
 （（（（～（（ ウィレム･ピーテルスゾーン･アイテン･アッヘル
アムステルダム （（（（～（（  ヤコプ･ライス
 （（（（ ピーテル･ローディンク
 （（（（以前 ヤン･ヘッベンゾーン
 （（（（ ピーテル･オレイ
 （（（（ コルネリス･ファン･ベルヘン
 （（（（～（（ コルネリス･ボハールト
 （（（（～（1  アドリアヌス･ヤコブスゾーン･ファン･ナールデン
ハウダ （（（（～（（1（ ヤン･ヘインリックスゾーン
 （（1（ ヤコプ･マウエルスゾーン
 （（（（～（（ ディルク･ヘインリクス
（典拠： M. Balen, Beschryvinge der stad Dordrecht,... Dordrecht （（（（, （（（f.; Ketelaar （（; C.A. van 
Sypesteyn, De voormalige pensionarissen,in: Vaderlandsche Letteroefeningen （1（ (（（（（), （（（f.; Van 
Steensel （11（, p.（（ table （; Marsilje （（（（, （（（; Kokken （（（f.; Ter Gouw vol.（, （（（; vol.（, （（（; Bos-Rops 
（（-（（; J. Huges, Het leven en bedrijf van mr. Franchois Vranck, Den Haag （（1（, （-（1; etc.）
